
○厚生労働省告示第二百三十七号 

 厚生労働大臣の定める評価療養、患者申出療養及び選定療養（平成十八年厚生労働省告

示第四百九十五号）第一条第一号の規定に基づき、厚生労働大臣の定める先進医療及び施

設基準（平成二十年厚生労働省告示第百二十九号）の一部を次のように改正し、平成二十

八年六月一日から適用する。 

  平成二十八年五月三十一日             厚生労働大臣 塩崎 恭久   

 第三に次の三号を加える。 

 五十八 陽子線治療 肝細胞がん（初発のものであって、肝切除術、肝移植術、エタノ

ールの局所注入、マイクロ波凝固法又はラジオ波焼灼療法による治療が困難であり、

かつＣｈｉｌｄ－Ｐｕｇｈ分類による点数が七点未満のものに限る。） 

 五十九 重粒子線治療 肝細胞がん（初発のものであって、肝切除術、肝移植術、エタ

ノールの局所注入、マイクロ波凝固法又はラジオ波焼灼療法による治療が困難であり、

かつＣｈｉｌｄ－Ｐｕｇｈ分類による点数が七点未満のものに限る。） 

 六十 アキシチニブ単剤投与療法 胆道がん（切除が不能と判断されたもの又は術後に

再発したものであって、ゲムシタビンによる治療に対して抵抗性を有するものに限る。） 

 


